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ど
発
電
効
率
が
良
い
こ
と
、
海
上
は
陸
上
よ
り
風
況
が

良
く
景
観
や
騒
音
の
問
題
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

は
大
型
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
規
模
で
安
定
的
な
発
電
方
法
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
海
洋
温
度
差
発
電
は
、
熱
源
と
し
て
温
か
い
表
層

海
水
、
冷
却
源
と
し
て
冷
た
い
深
層
海
水
を
利
用
す
る
。

海
水
淡
水
化
、
深
層
水
利
用
（
水
産
養
殖
、
食
品
・
医

薬
品
・
化
粧
品
、
冷
熱
利
用
等
）、
水
素
製
造
等
の
複
合

利
用
が
可
能
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
実
際
の
海
水
を
使

っ
た
実
験
が
沖
縄
県
久
米
島
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

潮
汐
発
電
は
仏
や
韓
国
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
に
は
こ
れ
ら
の
よ
う
な
大
き
な
潮
位
差
の
あ
る
地

域
が
な
い
。
こ
の
他
の
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
実
験
レ
ベ

ル
で
あ
る
。
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
に
共
通
す
る
課
題

に
は
コ
ス
ト
の
他
に
、「
系
統
連
系
」「
運
用
保
守
」「
合

意
形
成
」「
環
境
」「
規
制
」
等
が
あ
る
。
陸
に
電
力
を

送
る
た
め
の
送
電
線
や
変
電
設
備
の
設
置
は
、
初
期
開

発
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
に
は
、
調
査
・
設
置
・
運
用
等
に
使
う
揺
れ
に
強

い
作
業
船
（
自
己
昇
降
式
作
業
台
船　
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や
作
業
員
輸
送
の
ア
ク
セ
ス
船

等
）
や
、
大
型
化
し
た
風
車
を
積
み
出
せ
る
港
湾
設
備

等
が
十
分
で
は
な
い
。
気
象
予
測
技
術
、
遠
隔
監
視
、

壊
れ
に
く
い
構
造
等
、
保
守
や
故
障
対
応
の
作
業
を
効

等
の
欧
州
に
あ
る
。
日
本
は
欧
州
に
比
べ
、
着
床
式
に

向
く
遠
浅
の
海
域
が
小
さ
い
が
、
す
で
に
商
用
運
転
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
に
は
、
千

葉
県
銚
子
沖
と
北
九
州
市
沖
で
二
Ｍ
Ｗ
級
の
風
車
の
実

験
が
開
始
さ
れ
た
。
着
床
式
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た

実
験
や
海
外
事
例
か
ら
デ
ー
タ
収
集
の
見
通
し
が
立
ち

つ
つ
あ
る
と
し
て
、
経
済
産
業
省
は
固
定
価
格
買
取
制

度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
の
今
後
の
調
達
価
格
の
議
論
の
ベ
ー
ス

と
な
る
資
本
費
や
運
転
維
持
費
の
検
証
を
行
っ
た
。
調

達
価
格
等
算
定
委
員
会
で
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
着

床
式
洋
上
風
力
発
電
の
調
達
価
格
を
議
論
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
は
港
湾
エ
リ
ア
で
の
導
入
が
増

率
化
す
る
対
策
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
離
岸
距
離
が
長

く
水
深
が
深
く
な
る
と
設
置
・
維
持
管
理
コ
ス
ト
も
増

加
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
対
策
や
作
業
船
の
整
備
推
進

は
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
る
と
共
に
、
企
業
が
海
外
展
開

す
る
際
の
武
器
に
も
な
ろ
う
。

　

陸
上
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
設
置
後
に

周
辺
環
境
の
悪
化
や
故
障
等
で
係
争
に
な
っ
た
例
が
あ

る
。
ま
た
、
住
民
・
地
場
産
業
（
温
泉
業
者
等
）・
環
境

保
護
（
希
少
生
物
、
生
態
系
等
）
と
い
っ
た
地
域
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
合
意
形
成
で
き
ず
、
調
査
さ
え
行

え
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
一
方
で
、
視
察
・
見
学
者
の

増
加
や
、
住
民
が
資
本
参
加
す
る
こ
と
で
当
事
者
意
識

が
芽
生
え
良
好
な
関
係
を
築
い
た
例
も
少
な
く
な
い
。

　

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
者
も
合
意
形
成
の
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
例
え
ば
海
洋
開
発
に
関
す
る
産
業
団

体
で
あ
る
（
一
般
社
団
法
人
）
海
洋
産
業
研
究
会
は
、

洋
上
風
力
発
電
等
の
漁
業
協
調
に
関
す
る
あ
り
方
や
協

調
メ
ニ
ュ
ー
案
を
提
言
し
た
。
も
う
一
方
の
当
事
者
で

あ
る
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
で
も
、「
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
促
進
の
あ
り
方
に
か
か
る
有
識
者
検
討
会　

中

間
と
り
ま
と
め
」
を
発
表
し
て
い
る
。
双
方
と
も
、
漁

業
や
環
境
へ
の
影
響
の
回
避
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
の
活
用
に
つ
い
て
同
様
の
意
見
で
あ
る
こ
と
と
、
漁

礁
効
果
・
保
守
作
業
等
で
の
雇
用
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ

え
る
と
予
想
し
て
、
構
造
の
安
定
性
や
航
行
船
舶
へ
の

安
全
性
を
円
滑
に
審
査
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

検
討
を
始
め
た
。

　

実
用
化
レ
ベ
ル
に
近
い
も
の
に
は
、
水
深
が
五
〇
㍍

よ
り
深
い
海
域
で
、
風
車
を
乗
せ
た
浮
体
を
チ
ェ
ー
ン

等
で
海
底
に
係
留
す
る
、
浮
体
式
の
洋
上
風
力
発
電
が

あ
る
。
商
用
運
転
し
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
実
験
で

先
行
し
て
い
る
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
日

本
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
福
島
沖
と
長
崎
県
五

島
市
椛
島
沖
で
二
Ｍ
Ｗ
級
の
風
車
の
実
験
が
始
ま
っ
た
。

福
島
沖
で
は
、
二
〇
一
四
年
度
以
降
に
七
Ｍ
Ｗ
級
の
風

車
を
二
基
設
置
す
る
予
定
も
あ
る
。
風
車
は
大
き
い
ほ

ー
タ
活
用
・
漁
業
関
係
者
の
資
本
参
加
等
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
協
議
・
協
調
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
方
向
性
を
持
つ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

政
府
は
新
し
い
海
洋
基
本
計
画
の
中
で
、
海
洋
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
る
と
し
て
お
り
、

施
策
の
一
つ
と
し
て
実
海
域
で
の
実
証
実
験
を
行
う

「
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
候
補
地
を
公
募
中
で
あ
る

（
二
〇
一
四
年
二
月
末
期
限
）。
目
的
は
「
開
発
コ
ス
ト

の
低
減
、
民
間
の
参
入
意
欲
の
向
上
、
産
業
の
国
際
競

争
力
強
化
、
関
連
産
業
集
積
に
よ
る
地
域
経
済
活
性

化
」
で
あ
る
。
実
際
、
英
国
に
は
、
世
界
中
か
ら
企
業

や
研
究
者
を
呼
び
込
ん
で
い
る
「
欧
州
海
洋
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
（European M

arine Energy Cen-
tre

：
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）」
と
い
う
成
功
例
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
地
域
を
活
性
化
し
た
い
多
数
の
自
治
体
が
応
募
を

検
討
し
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
生
物
資
源
や
観
光
資
源
等
が

再
生
不
可
能
に
な
る
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
は
、
持
続
可
能
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
一
方
、

行
政
に
任
せ
る
だ
け
で
は
、
地
域
活
性
化
と
い
う
長
年

の
課
題
が
解
決
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
将
来
を
主
体
的
に
考
え
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
よ
る
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
で
、「
海
洋
エ
ネ
ル
ギ

ー
大
国
日
本
」
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

日
本
に
は
資
源
が
な
い
、
と
は
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ

Ｚ
）
は
世
界
六
位
の
広
さ
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
と
い
う
資

源
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、
洋
上
風
力
発
電
、
波
力
発

電
、
潮
汐
発
電
、
潮
流
・
海
流
発
電
、
海
洋
温
度
差
発

電
、
塩
分
濃
度
差
発
電
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
実
用
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、
水
深
約
五
〇

㍍
以
内
の
海
域
の
海
底
に
風
車
の
基
礎
を
固
定
す
る
着

床
式
の
洋
上
風
力
発
電
で
あ
る
。
世
界
の
洋
上
風
力
三
、

八
一
三
Ｍ
Ｗ
の
う
ち
九
割
以
上
は
、
北
海
や
バ
ル
ト
海

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
国
を
目
指
す
日
本

│
地
域
と
共
生
す
る
開
発
を
│
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